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【市制施行 70 周年記念事業】 

忠臣蔵浮世絵国際シンポジウムの開催について 

 

 

１．趣 旨 

   忠臣蔵浮世絵の変遷や特徴を紹介しながら、赤穂市「忠臣蔵」浮世絵デ

ータベースによる作品情報公開の意義と活用の方向性について論じ、市民

に対し、より一層の普及啓発と利用促進を図るため、市制施行７０周年記

念事業として忠臣蔵浮世絵国際シンポジウムを開催する。 

 

 

２．内 容 

  開催日時 令和４年２月１１日（金・祝） 

 午後１時３０分～（約３時間） 

  開催場所 赤穂市文化会館（ハーモニーホール）小ホール 

  内  容 第１部：基調講演 

（外国講師１名、４０分程度） 

       第２部：個別発表 

           （日本講師２名、外国講師１名、各１５分程度） 

       第３部：パネルディスカッション（１時間程度） 

            コーディネーター：立命館大学教授 赤間 亮氏 

            パネリスト：浮世絵研究者 

                  （外国講師１名、日本講師１名） 

                  リモート参加講師１～２名 

  募集期間 令和３年１２月６日（月）～令和４年１月１７日（月）（必着） 

  定  員 先着１８０人 

 

会 見 年 月 日 令和３年１１月１７日（水曜日） 

担 当 課 文化財課市史編さん担当 

問い合わせ先 

電話：４３－６８４８ 

（内線：    ） 

F A X：４３－６８４８ 

（担当者名：小野   ） 



市制７０周年記念事業 

忠臣蔵浮世絵国際シンポジウム開催計画 

 

１．開催趣旨 

  忠臣蔵浮世絵の変遷や特徴を紹介しながら、赤穂市「忠臣蔵」浮世絵データベースによ

る作品情報公開の意義と活用の方向性について論じ、市民に対し、より一層の普及啓発と

利用促進を図る。 

２．主催 

  忠臣蔵浮世絵国際シンポジウム実行委員会 

３．共催 

  赤穂市、赤穂市教育委員会、（公財）赤穂市文化とみどり財団、赤穂義士会、 

  立命館大学アート・リサーチセンター 

４．開催時期 

  令和４年２月１１日（金・祝）午後１時３０分～（約３時間） 

５．会場 

  赤穂市文化会館 小ホール 

６．内容 

  第１部：基調講演（外国講師１名 ４０分程度） 

  第２部：個別発表（日本講師２名、外国講師１名 各１５分程度） 

  第３部：パネルディスカッション（１時間程度） 

       コーディネーター：立命館大学教授 赤間 亮氏 

       パネリスト：浮世絵研究者（外国講師１名、日本講師１名） 

             リモート参加講師１～２名 

７．配布物等 

  ポスター、チラシ、プログラム 

８．参加対象及び募集定員、参加料 

  対象 一般（市内外問わず忠臣蔵浮世絵に興味関心のある方） 

  定員 １８０人（先着）    参加料 無料 

９．その他 

  実施にあたっては、新型コロナウイルス感染防止措置を講じる。 

また、新型コロナウイルス感染拡大状況等により、実施を見送る場合がある。 

10．申込先・問合せ先 

  実行委員会事務局 

   赤穂市教育委員会文化財課市史編さん担当 

   〒６７８－０２３３ 赤穂市加里屋中洲３－５６ 

   電話/ﾌｧｸｼﾐﾘ ０７９１－４３－６８４８  E ﾒｰﾙ shishi@city.ako.lg.jp 


